
平成３０年度 第１回東員町まち・ひと・しごと創生懇談会 主な意見 

 

日時：平成３０月９月２８日（金）午前１０時～ 

場所：西庁舎２階 ２０１～２０２会議室 

 

１  東員町人口ビジョンの改訂について 

 

   ○平成２７年度に実施した国勢調査結果を人口ビジョンに反映させたもののため意見など

特になし。 

 

    

    

2 総合戦略の平成２９年度実績による効果検証及について 

   ○離乳食教室の参加率が前年度に比べ低下しているが原因はあるのか。 

（回答）担当課に確認したところ、平成２９年度は担当課の職員の人員の影響で本来実施

予定であった回数の半分しか実施できなかったため数値が減少していることを確認した。

平成３０年度は予定通り実施できているので数値は増加すると見込まれている。 

○離乳食教室に関して、今の子育て世代はスマートフォンなどからインターネットを使用

して情報を得ている。離乳食教室を前面に出しても参加率の目標値達成は難しいのでは

ないか。周知方法や教室名も変えて参加したいと思うようなしくみにして、その中に離

乳食に関する取り組みを実施すべきではないか。 

（回答）担当課へ報告する。 

   ○企業訪問件数について、過去２年に比べると大幅に減少しているが何か理由はあるのか。 

   （回答）平成２９年度は町内の障害福祉事業所へ訪問し、障がい者の保護者も交えてこれ

までの雇用に対する状況などの意見交換を行った事業所の数値が計上されている。過去

２年間の取り組みとは内容が異なるため数値が減少した。 

   

 

3-1 地方創生交付金事業加速化交付金の効果検証について 

   ○指標④の地域の新産業創出件数について、観光振興会が猪名部ジンジャーエールを東員

町の新たな名物として創出し少しずつだが効果が出てきていると感じている。 

   ○東員町はインターもでき、近くに大型ショッピングセンターもあり、電車・バスもあり

インフラの整備も整っていると感じている。企業誘致に関しても立地には適していると

思われるのでより力を入れてもらえないか。 

   （回答）現在東員町内に「とういんハイブリッドパーク」があり昨年度「浜乙女」が進出

された。今年度も２区画で企業が進出される予定となっている。残り１区画となってお

り需要はあると感じている。 

 

 



    効果検証に対する評価 

事業の評価としては「■総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。」と評価し、事業の今後

としては「事業の継続」とする。 

 

3-2 地方創生交付金事業拠点整備交付金の効果検証について 

○会議資料の参考資料を見て、子育て支援拠点整備計画の取り組みで保健福祉センターが

改修されたことを初めて知った。これも含め情報の発信方法は工夫が必要ではないか。 

   ○指標①の子育て世代の住宅取得などによる定住数だが、ミニ開発があちらこちらでされ

ているのに数字があがっていない。もっと多いのではないかと感じているがどうか。 

   （回答）拠点整備交付金の指標①、②、③のいずれも転入届を申請された際に任意でアン

ケートに回答いただいたものから抽出しているので実数と異なっていることが原因だと

思われる。 

 

    効果検証に対する評価 

事業の評価としては「■総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。」と評価し、事業の今後

としては「事業の継続」とする。 

 


